遺伝子実験施設セミナーのご案内

　東京大学の中村元直先生をお招きして、下記のセミナーを開催することになりました。

　中村先生は、生理活性脂質をリガンドとするG蛋白質共役型受容体(GPCR)の細胞内の局在を中心に精力的に研究を行っています。

　蛋白の構造変化と局在の関連を明らかにされ、これまでの細胞内局在や活性化と全く異なる新たな発想で研究に取り組んでおられます。

　とても刺激になるセミナーになると思いますので、興味のある方は、ぜひご参加ください。

　

日時：平成21年12月4日（金）16：00-17：00

場所：山口大学遺伝子実験施設３階カンファレンス室

タイトル：G蛋白質共役型受容体(GPCR)研究の新展開

　　　—細胞内輸送機構に着目した研究—

講師：東京大学大学院医学系研究科　分子細胞生物学専攻

　　　生化学分子生物学（細胞情報研究部門）

　　　准教授　中　村　元　直　先生
 

　現在、我々は、脂質メディエーター（血小板活性化因子、ロイコトリエンB4など）を認識するG蛋白質共役型受容体(GPCR)を材料とし、これらGPCRが小胞体内での品質管理機構をクリアするための構造的必要条件、構造異常と判断されたGPCRの薬理学シャペロンによる強制搬出、また、形質膜GPCRの活性化後の挙動（細胞内取込みとリサイクリング）に関する研究を進めています。本セミナーでは、そうした研究の最新知見について紹介いたします。近年、GPCRに関しては、リガンド非依存的な恒常活性タイプの存在、インバースアゴニストによる制御、ヘテロ多量体形成など、新たな特徴が次々と明らかにされ、この受容体ファミリーが創薬標的として魅力的であると同時に、非常に制御の難しい蛋白質であることも見えてきました。こうした背景で、GPCRの細胞内輸送調節、即ち、表在GPCRの量的制御がアゴニスト／アンタゴニストによる活性調節制御と共に、GPCRを標的とした創薬において高い可能性を秘めたものであることも議論したいと思います。

問い合わせ先：山口大学遺伝子実験施設　水上

内線:2184（遺伝子実験施設）

e-mail:cgryu@yamaguchi-u.ac.jp

